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１．はじめに

職場の人間関係の問題は、幼稚園教諭及び保育士（以下、
「保育者」と略記）にとって大きなストレスの原因となっ
ている。特に、若手保育者は多くの困難を抱え易いため、他
の年代の保育者よりも心の疲労度が高く、バーンアウトに
陥る危険性が高いことが指摘されており、早期離職の問題
が懸念される１）。

保育者の早期離職の理由に関する先行研究を整理する
と、保育の力量や専門性の問題よりも、職場の人間関係や
管理職との関係、また職場の文化への適応におけるつまず
きが多く見られることから、養成教育では、保育技術や子
どもと対応する力といった専門性の向上よりも前に、いわ
ゆる社会人基礎力にあたる力の養成を重視する必要があ
るとの指摘がある２）。経済産業省が2006年から提唱してい
る「社会人基礎力」は、職場や地域社会で多様な人々と仕
事をしていくために必要な基礎的な力であり、その中の1
つである「チームで働く力」は、職員間の連携が欠かせな
い保育現場において特に求められる。保育現場では、複数
担任制をとったり、新卒者とベテラン保育者が一緒に仕事
をしたりする場合が多く、職員間で望ましい人間関係を築
いていく力が必要となる。そのため、保育者を養成する大
学・短大においては、人間関係力を育むことを主眼に置い
た教育実践が求められている。

真下・張・中村（2010）は、保育者養成課程の学生のコ
ミュニケーション能力に関する苦手意識を明らかにし、学
生自身の対人関係を自ら構築する力を育成することが第

一の課題であるとしている３）。善本・善本（2008）は、保
育者養成短大生の特徴として、困難な状況への対処、積極
性・自己主張性、問題発見、目標設定等に対するスキルの
弱さがあり、困難な人間関係から逃げずに改善しようとす
る意欲と具体的な対処方法を身につけることが必要であ
ると指摘している４）。

職場内の人間関係といったコミュニケーションの問題
等に対しては、実際の保育者の職場の在りようを理解する
ことが求められている（西坂, 2014）５）。そのため、保育者
養成教育において、学生が現場の実情を知り、職務上の人
間関係のあり方について考えたり、保育者としての心構え
をもったりすることは大切であると考える。

そこで、保育者養成校（以下、「養成校」と略記）の学
生に対して、特に現場の保育者が困難を抱え易い職務上の
人間関係における具体的な事例を提示し、その中での学生
の学びについて明らかにするとともに、人間関係力の育成
に向けた保育者養成教育のあり方について検討すること
を目的とした。なお、本稿では、保育経験年数5年未満の保
育者を若手保育者、5年以上を中堅・熟練保育者とした。

２．方法

平成28年6月、A保育者養成短期大学の1年生56名、2年生
55名を対象として、筆者が担当する各学年の授業におい
て、保育者の保護者への対応の困難事例、保育者の職員間
の連携の困難事例を提示し、それぞれについて学んだこと
と保育者になった時に心掛けたいことについて自由に記
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保育者（幼稚園教諭及び保育士）を目指す学生が、保育現場の実情を知り、職務上の人間関係のあり方や保
育者としての心構えについて考えることができるようにするため、保育者養成短期大学1・2年生に対して現場
の保育者の困難事例を提示した。学生111名が記述した学んだことや心掛けたいことに関する内容の質的検討
を行った結果、学生は保護者への伝え方の難しさや大切さに気付き、言葉遣いや伝え方への心掛け等について
考えるとともに、職員間の考え方の違いや人間関係の難しさを知り、保育者としてのあり方や心構えについて
考える機会になったことが窺えた。本稿では、保育者の困難事例と学生の記述内容との関連や人間関係力の育
成に向けた保育者養成教育のあり方についても考察した。
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述させた。困難事例の内容は、保護者に子どもの怪我や友
達とのトラブルを誤解のないように伝えることの難しさ
や、職員間の人間関係の難しさ等であり、保育者を対象と
したアンケート調査６）７） により得られたものである。全335
事例８）の中から、特に、学生が保育者になった際に遭遇し
やすいと思われる事例や、中堅・熟練保育者から見た若手
保育者の課題に関する事例等、養成校の教員として学生達
に考えさせたい「保護者対応の困難事例（7事例）」と「職
員間連携の困難事例（17事例）」（表1、表2-1・2-2内の「学
生への提示事例」）計24事例を選定した。
【分析の方法】

まず、「保護者対応の困難事例」と「職員間連携の困難
事例」に関する学生の記述が、24事例中のどの事例に関す
る内容なのかが判別可能なものを取り上げ、学年別に分類
し、一覧表に示した。その際、いずれの事例にもあてはま
る記述内容に関しては対象から外した。

次に、「保護者対応の困難事例から学生が学んだこと」、
「保護者対応の困難事例から学生が心掛けたいと思った
こと」、「職員間連携の困難事例から学生が学んだこと」、
「職員間連携の困難事例から学生が心掛けたいと思った
こと」に関する自由記述の内容について、ＫＪ法（川喜田、
1967・1970）９）10）を用いて記述内容別にカテゴリーを生成
し、質的分析を行った。その際、独断的な判断になるのを
避けるため、また、内容分析やカテゴリー生成の妥当性を
高めるため、筆者と保育者養成短期大学の学生2名とで以
下のように検討を行った。まず、筆者および学生2名が、各
自で記述内容について検討した上でカテゴリーを生成し
た。その後、各々の結果を照らし合わせ、一致しない場合
には各自の判断の根拠について確認し合い、再度検討を行
った。その作業を経てカテゴリー表を作成した。

「職員間連携の困難事例から学生が心掛けたいと思っ
たこと」については、全ての記述内容とその数について学
年別に分類し、一覧表に示した。
【倫理的配慮】

学生（研究対象者）には、口頭にて研究の趣旨、目的、方
法を伝えると共に、研究協力は自由意志によるものとし、
協力しない場合でも不利益を受けることはないこと、成績
評価には一切影響しないこと、授業の成果を研究として公
表することについて説明を行い、回答を記述した用紙の提
出をもって同意を得たものとした。記述内容の取り扱いに
関しては、個人が特定されないように十分配慮した。

３．結果

1・2年生111名から自由記述の回答が得られた11）。まず、
「保護者対応の困難事例」と「職員間連携の困難事例」に
関する1･2年生の記述数を表1、表2-1・2-2に、学年別の総記
述数を表3に示した。

表1、表2-1・2-2によると、学生の記述数（以下、（　）内
に示す）は、「保護者対応の困難事例から学生が学んだこ
と」（267）、「（同）心掛けたいと思ったこと」（134）、
「職員間連携の困難事例から学生が学んだこと」（313）、
「（同）心掛けたいと思ったこと」（354）であった。全体
的に1年生の記述数が多い傾向が見られ、特に「職員間連携
の困難事例から学生が学んだこと」の記述数が2年生に比
べて多かった（表3）。全24事例の中で、学んだこと、心掛
けたいことに関する記述数が最も多かったのは、1･2年生
共に保護者対応の困難事例5「子ども同士のトラブルの保
護者への伝え方の困難」（180）であった（表1）。次いで
多かったのは、「保護者対応の困難事例」では、事例1「発
達障がいの子どもをもつ保護者への対応」（82）であり（表
1）、「職員間連携の困難事例」では、事例9「コミュニケ
ーションの困難」（65）、事例11「若手保育者の受け身の
姿勢」（61）、事例15「若手保育者のメンタルの弱さ」（61）、
事例21「職員間の保育観の相違による困難」（61）であっ
た（いずれも表2-1・2-2）。

「保護者対応の困難事例から学生が学んだこと」（表4）
では、保護者への伝え方の難しさ、保護者への伝え方にお
いて大切なことに関する記述等、「（同）心掛けたいと思
ったこと」（表5）では、保護者への伝え方、保護者の受容・
信頼関係構築に関する記述等、「職員間連携の困難事例か
ら学生が学んだこと」（表6）では、職員間の連携・信頼関
係の構築、職員の世代による違いに関する記述等、「（同）心
掛けたいと思ったこと」（表7）では、自己のあり方・態度、
職員間の連携・信頼関係の構築に関する記述が見られた。

「職員間連携の困難事例から学生が心掛けたいと思っ
たこと」については、その記述内容が多様で、学年による
差異も見られたため、全ての記述内容とその数について学
年別に分類し、表8に示した。その結果、1･2年生の記述数
の合計が最も多かったのは、「指導を受けたことは素直に、
謙虚に受け止める」（表8：No.1）であった。学年別に見る
と、1年生では「次に何ができるのか自分なりに考えて行動
する」（同：No.5）、2年生では「挨拶、返事、態度など当
たり前のことを当たり前にする」（同：No.2）が多かった。

４．考察

保育者の困難事例と学生の記述との関連から
保育者の保護者対応や職員間連携の困難事例と学生の

記述との関連から、学生はどのような事例が印象に残った
のか、保育者としてのあり方や自身の心掛けについての学
びが得られたのはどのような事例なのかを明らかにした
（表1、表2-1・2-2）。

全体的に2年生に比べて1年生の記述数が多い傾向が見
られた（表3）。「保護者対応の困難事例」における「子ど
も同士のトラブルの保護者への伝え方の困難」の3事例（表
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1：事例4～6）は、いずれも若手保育者が困難を抱えやすい
事例である。特にその中の事例5は、学んだこと、心掛けた
いことに関する記述数が、1･2年生共に全事例の中で最も
多かったことから、学生にとっては学ぶ点が多く、将来保
育者になった際に心掛けるべきことについて考えさせら
れた事例ではないかと推察された。

若手保育者に限らず、中堅・熟練保育者の多くが困難を
抱え易いと考えられるのが、事例1（表1）である。この事
例は「発達障がいの子どもをもつ保護者への対応」の3事例
の中でも、1･2年生共に学んだことに関する記述数が多い。

発達障がいが疑われる子どもについて保護者にどのよう
に伝えるのか、その伝え方の難しさは経験年数に関わらず
多くの保育者が感じている問題であり、学生にとってはそ
のような現実場面での対応の難しさを実感できる事例で
あると考えられた。

「職員間連携の困難事例」（表2-1・2-2）においては、事
例9「コミュニケーションの困難」の記述数が最も多く、事
例11「若手保育者の受け身の姿勢」と同様に、「心掛けた
いこと」に関する記述数が1･2年生共に多かったことから、
今後保育者として仕事をしていくにあたっての望ましい
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1 2 1 2

1 3 8 31 33 64 11 7 18 82

2 1 7 17 24 2 4 6

3 1 9 9 1 1

4 3 13 3 4 14

1 64 41 36 39

6 1 16 11 27 1 1 28

7 1 8 14 22 13 6 19 41

139 128 267 73 61 134

表１　学生に提示された「保護者対応の困難事例（7事例）」と学生の記述内容との関連（Ｎ ＝111)



イメージや心構えをもつことに繋がったのではないかと
考えられた。

「話せる相手がいない」という事例18、19については、特
に1年生の「学んだこと」に関する記述数が多く、「若手保
育者の態度の問題」「若手保育者のメンタルの弱さ」に関

する事例13～15についても、同様の傾向が見られた（表2-
1・2-2）。1年生は、このような保育現場の実情を初めて知
ったことにより、その中での学びも2年生に比べて多かっ
たのではないかと推察された。
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1 2 1 2

8 2 7 9 16 17 13 46

9 1 7 7 14 22 29

1 7 2 9 1 11

11 1 13 4 17 28 16 44 61

12 1 7 12 1 4 17

13 1 16 3 19 26 2 28 47

14 2 22 17 39 7 3 49

1 22 7 29 18 14 32 61

16 1 2 2 2 2 4

17 1 1 3 4 2 1 3 7

表２-１　学生に提示された「職員間連携の困難事例（17事例）」と学生の記述内容との関連（Ｎ ＝111)
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保育者の困難事例による学生の学び
保護者対応の困難事例からの学びについては、1年生が

「発達障害が疑われる子の保護者への伝え方が難しそう、
大変そう、分からない」「保護者からの信頼を得るための
対応の難しさ、信頼関係を築くことの難しさ」といった感
想を多く記述しているのに対して、2年生は「（保護者に対
して）ストレートすぎず、遠回しすぎない伝え方が大事」

「子どもの姿や状況をきちんと把握しておくことは大切」
「子ども一人一人に話を聞き、受け止めるべき」等のよう
に、保育者の対応として大切だと考えられる具体的な内容
についての記述が多く見られた（表4）。2年生は、実習や
ボランティア等の経験から、このような場面での対応方法
についてある程度自身の経験を踏まえて考えることがで
きたためではないかと推察された。

保護者対応の困難事例から心掛けたいこととしては、保
護者に子ども同士のトラブルや気になる様子をどのよう
に伝えるのか、例えば「言葉遣いに気を付ける。慎重に言
葉を選ぶ」「正確な情報、事実を隠さずに伝える」「誤解
のないようにきちんと状況を説明する」等、1･2年生共に保
護者への伝え方に関して様々な気付きや配慮点を記述し
ていた。また、日頃から保護者と子ども双方への理解を深
め、関係性を大切にすることに関する記述も多かった（表
5）。

職員間連携の事例からの学びについては、世代間の相違
による連携の難しさについての記述が見られ、「職員間の
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1 2 1 2

18 1 22 13 12 22

19 1 22 32 9 7 16 48

1 24 3 27 47

21 1 13 33 18 28 61

22 1 9 9 18 19 4 23 41

23 1 1 1 8 13 14

24 1 1 6 8 8 16 22

197 116 313 196

表２-２　学生に提示された「職員間連携の困難事例（17事例）」と学生の記述内容との関連（Ｎ ＝111)

139 73 212 197 196 393

128 61 189 116

267 134 313

表３　困難事例から「学んだこと」「心掛けたいこと」

に関する1・2年生の総記述数（Ｎ ＝111)複数回答



連携、コミュニケーションをとること、雰囲気、仲の良さ
は大切。良い連携がとれないとベストな保育はできない」
といった意見があった。また、困難事例を読んで、「怖く
なった」「不安になった」「心配」等のネガティブな思い
を記述した学生もいたが（表6）、保育者になった際に心掛
けたいこととして記述されたのは、自身が気を付けたいこ
と、頑張りたいこと等、ポジティブな内容がほとんどであ
った（表7･表8）。

職員間連携に関して学生が心掛けたいこと
職員間の人間関係の困難さから離職を考える若手保育

者が少なくないことから、職員間連携の困難場面の事例を
読んで、学生が将来保育者として働く上でどのようなこと
を心掛けたいと思ったのか、その詳細を明らかにすること

は、人間関係力の育成に向けた保育者養成教育を考える上
で大切であると考えた。職員間連携の困難事例から「心掛
けたいこと」については、1･2年生共に幅広い様々な視点か
らの記述があり、自己のあり方や心構え等について前向き
な意見や考えが多く見られた（表8）。記述数の多かった「指
導を受けたことは素直に、謙虚に受け止める」「挨拶、返
事、態度など当たり前のことを当たり前にする」について
は一見簡単そうでありながら着実に実行に移すのは容易
ではなく、自分ではできているつもりであっても周囲の認
識とは異なる場合がある。そのため、こうした基本的態度
の重要性を学生が十分に認識したり再確認したりできた
ことは教育的意味がある。

また、心掛けたい自己のあり方として「次に何ができる
か自分なりに考えて行動する」「自分が先輩という立場に
なったら、後輩の立場となって考えられる保育者になる」
「自分がどのような保育をしたいのかということをしっ
かり自分の中につくっていく」等の記述が見られたことか
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表４　「保護者対応の困難事例から学生が学んだこと」

（N =111）複数回答

表５　「保護者対応の困難事例から学生が心掛けたいと

思ったこと」（N =111）複数回答
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ら、保育者としてのあるべき姿や自分のなりたい保育者像
を具体的にイメージする機会になったと考えられた。ま
た、「人の意見、自分と違う価値観を受け入れる」「伝え
るべきことを曖昧にせず、職員同士の共通理解がもてるま
で話し合う」「気の合わない人がいても、その人に悪い態
度をとるのではなく、仲良くなりたいと思って近づく」「ベ
テランと若い保育者お互いが助け合っていくことが大事」
等の記述が見られたことから、職員間連携に関する保育者
の現状についての認識をもち、将来の仕事への心構えにつ
ながっていることが窺えた（表7）。

人間関係の困難な状況にどのように向き合えばよいの
か、学生の記述に見られたのは、「ポジティブ思考」「ス
トレス解消法を見つける」「厳しい助言をいただいても自

分のためと思って受け入れる」「自分が周囲との距離を近
づけようとする努力も必要」「一人で抱えこまない」「世
の中にはいろんな人がいるのだと割り切る」「相手の悪い
ところばかりでなく、いいところを見つける」「つらい気
持ちを紙に書く」等であり、困難場面への解決策や対処方
法を自分なりに考え、見出せていることが窺えた（表8）。
何らかの困難に遭遇した際、柔軟な発想で様々な対処法や
問題解決法について考えられることがメンタルヘルスの
保持につながることを学生自身が認識できるようにする
ことが大切である。

最近の若手保育者はメンタル（精神面）が弱いという指
摘がなされる場合がある。その事に関連して「自分のクラ
スの悪口を言われたら、いいところをたくさんいう。遊び
の案をたくさん考えておき、無視されてもめげない」等、指
摘を受けて落ち込むのではなく、それに負けないメンタル
の強さを感じさせる記述も見られた（表8）。職場の中で「空
気を読む」（表8）こと、つまり周りの様子に敏感になるこ

人間関係力の育成に向けた保育者養成教育

表６　「職員間連携の困難事例から学生が学んだこと」

（N =111）複数回答

表７　「職員間連携の困難事例から学生が心掛けたいと

思ったこと」（N =111）複数回答
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める」のように、学生によって異なる記述が見られた（表
8）。仕事を安易に辞めることは許されないという認識は当
然であるが、その一方で、ひたすら我慢を重ねて精神的に
追いつめられ、抑うつ状態になる若手保育者も存在するた
め12）、どのような対応をすべきなのか一概には言えない難
しさがある。そういった点を十分に認識し、自身や園にと
って最善の方法は何かを考え、思慮深く対応することが求
められる。

人間関係力の育成に向けた養成校のあり方
事例10、11（表2-1：「学生への提示事例」下線部分）の

ように「（若手保育者に対して）伝えているつもりが上手
く伝わっていない」ということは、中堅・熟練保育者と若
手保育者双方の認識や受け止め方にズレがあることを示
している。そのため、双方が相手の立場に立って物事を考
えることができるように、例えば、加藤・安藤（2015）の
実践報告13）に見られるような具体的な場面での相手の気持
ちを考えるといった取り組みを行うことが相互理解につ

とは必要ではあるが、過剰な気遣いや考え過ぎは、気持ち
の疲弊につながってしまうため（表2-1：事例17）、いい意
味で「鈍感になること」（表8）、周りを気にせず自分自身
を保てることもメンタルの強さと言えるかもしれない。

職員間連携の困難事例からの学びとして、若手保育者が
無責任に仕事を辞めることに対する記述も見られており、
学生がそうした現状についての認識をもつことにつなが
ったと考えられた（表6）。中には「途中で仕事をやめない」
「我慢する」「本当にあわない園だと思ったら無理せず辞

表８　「職員間連携の困難事例から学生が心掛けたいと思ったこと」1・2年生の全記述内容（N =111）複数回答
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ながる可能性がある。
若手保育者の中には、事例15（表2-1）のように無責任に

辞めてしまう者や職業人としての資質・適性に欠ける者
がおり、園や養成校にとっては頭の痛い問題となってい
る。そのため、養成校の段階において、個々の学生の資質
や能力、適性、可能性等を十分に見極めた上で、責任をも
って現場に送り出していくと共に、園と養成校とが連携を
図りながら若手保育者を長い目で見守り、育てていくこと
が大切である。養成校においては、学生自身が客観的に自
分を見つめ、自己理解を深めることができるような機会を
設けること、自分の思いや考えを適切に相手に伝える力、
保護者対応や職場内の同僚、上司との関係において困難な
場面に遭遇した場合でもうまく気持ちを切り替えたり適
切に対処したりできるような人間関係力を育む教育のあ
り方が求められている。

６．おわりに

保育者の保護者対応の事例から、学生は保護者への伝え
方の難しさや大切さに気付き、保育者として言葉遣いや伝
え方等に心掛けることの大切さを感じたことが窺えた。ま
た、保育者の職員間連携の事例からは、職員の世代による
考え方の違いや人間関係の難しさを知り、学生が保育者と
してのあり方や心構えについて考える機会になったこと
が窺えた。保育者を目指す学生が保育現場の実情を知り、
将来、人間関係における困難場面に遭遇した時にどう乗り
越えていくか、保育者としてどうあるべきかを自分なりに
考えたり、心構えをもったりできる機会を設けていくこと
は大切である14）。そのため、人間関係力の育成に向けた保
育者養成教育のあり方を今後も検討していく必要がある。
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